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山岳域や里山の草原生態系の保全
日本では湿潤で温暖な夏に支えられて森林群落が優占し、草原は高山帯や海岸といった
環境条件の厳しい場所、あるいは草刈りや火入れ等によって人が適度な管理を行ってい
る里山にわずかながら維持されています。

▶草原生態系は陸上生態系の保全を考えるうえでなぜ重要なのですか？

高山草原は固有種の宝庫：高山帯の草原は海に浮かぶ島に似て、互いに隔離されていま
す。そのため独自の進化が起こり、高山植物の約半分が日本固有種となっています。

里山の草原は日本の文化が育まれた場：人の管理によって維持されてきた里山の半自然
草原は、茅葺屋根の材料となるカヤや秋の七草が生育し、日本の生活や文化と密接な関
係があります。

▶SDGsへむけた取り組みは？

市民団体とのパートナーシップのもと行っている活動

 長野県や千葉県の草原で、草原を維持するため草刈りなどの
管理活動のお手伝いをしています。

 市民参加型の植生調査・観察会・講座を行い、草原生態系の
現状や保全について情報共有しています。

草原性動植物を保全するための研究活動

 草原性植物の生態や遺伝的多様性、重要な生物間相互作用
（送粉昆虫や菌根菌）を調査し、生育地が縮小した時に、ど
のような影響が生じるのか評価しています。

 シカの食害を防ぐために設置された防鹿柵内外で調査を行い、
対策の効果を評価しています。

 草原生態系を回復あるいは再生させるうえで有効な管理手法
について調査しています。

陸上生態系の保全、回復および持続可能な利用の推進

しかし草原生態系は減少の一途をたどっています

高山帯の草原では近年温暖化によると考えられる植生変化が生じています。このまま温
暖化が進むと高山生態系は日本から消失すると予測されています。さらに、高山に進出
してきたシカの食圧により植生の衰退が起こっています。

里山は人々の生活スタイルの変化により管理されなくなり、半自然草原は急速に減少し
ました。明るい環境を好む草原性の動植物も、多くが減少し絶滅が危惧されています。


